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平 成 ２ ６ 年 ６ 月 ３ 日

事業主 様

全国健康保険協会宮崎支部

支部長 比嘉 廉太

全国健康保険協会宮崎県大会の開催について

謹啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

平素は全国健康保険協会（協会けんぽ）の事業運営につきまして、格別のご

高配を賜り厚く御礼申し上げます

当協会は、中小企業・小規模事業者の事業主や従業員、ご家族の皆様をはじめ、

加入者の医療を保障する被用者保険の最後の受け皿でありますが、現在、大変

厳しい財政状況にあります。加入者の給料の伸びを大きく上回る医療費支出の

伸びにより、協会けんぽは構造的に赤字財政であり、さらに高齢者医療に対す

る現役世代の負担が極めて重く、現在の協会けんぽの全国平均保険料率は 10％

（宮崎支部 10.01％）という過去に例のない水準に至っております。加入者、事

業主の皆様に厳しいご負担をお願いしており、大変心苦しく思っております。

平成 25 年の健康保険法等の一部改正により、協会けんぽに対して暫定的な財

政特例措置が講じられ、平成 26 年度までは現在の保険料率を据え置くことがで

きましたが、平成 27 年度以降の姿は決まっておらず、現在の財政構造のままで

は、再び多額の累積赤字を抱えることが避けられない状況であります。

政府は、平成 27 年通常国会に医療保険制度改革法案の提出を目指すとしてお

り、今年４月から制度改革に向けた議論が本格化しているところです。私ども

協会けんぽとしましては、何としてでも構造面から協会けんぽの財政赤字の改

善へ恒久的措置が必要であり、具体的には、協会けんぽに対する国庫補助率 20％

（現在 16.4%）への引上げと、高齢者医療制度の見直しを実現させる必要があ

ると考えており、平成 26 年度を「勝負の年」と位置付け、本部・支部が総力を

挙げて、財政基盤強化に向けた様々な活動を行うこととしております。

協会けんぽの財政問題は、加入事業所の大半を占める中小企業・小規模事業
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者の経営や、そこで働く従業員、ご家族の皆様の雇用、生活に直結する大変大

きな問題であり、私ども協会けんぽとしましては、皆様方のご協力をいただき

ながら各支部における地域レベルの活動から全国レベルの取組みとして、国を

はじめ関係各方面に対し強く要請をしていきたいと考えております。

当協会宮崎支部におきましては、長期にわたる経済の低迷と健康保険料の負

担増に苦しむ事業所と従業員の皆様の切実な声を広く関係方面に訴えるため、

下記のとおり「全国健康保険協会宮崎県大会」を開催することとしております。

つきましては、平成 26 年度における協会けんぽの財政基盤強化に向けた取組

みについてご理解を賜り、事業主の皆様並びに健康保険委員、従業員の皆様の

当大会へのご参加について、ご協力を賜りたくお願い申し上げます。

謹白

記

１ 日 時 平成２６年７月２５日（金）14：00 ～ 16：00

２ 会 場 宮崎市民文化ホール イベントホール

宮崎市花山手東３丁目２５－３（福祉文化公園内）

３ 大会内容 （第一部）

① 開会挨拶

② 来賓紹介・挨拶

③ 全国健康保険協会の現状報告

④ 大会決議

（第二部）

⑤ 講演

テーマ：「職場力向上は元気な心と体から」

講 師：宮崎県立看護大学 看護学部教授

江藤 敏治氏

（医師・医学博士・労働衛生コンサルタント）

⑥ 閉会挨拶

【お問合せ先】

全国健康保険協会 宮崎支部

企画・総務グループ

電話 0985－35－5364



（３ 月） ４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 １０ 月 １１ 月 １２ 月 

 政府・国の動き 

 協会の動き 

  

  

  

中間整理? 

通常国会 

財政基盤強化に向けた行動計画スケジュール（２６年度） 

25’ 決算 

5年収支 

27’ 料率 
セット 

医療保険部会 

予算編成 

全国 
大会 

大会決議 

記者会見 
（決算等） 

とりまとめ 

 
○要請活動 
 
 
 
○大会関係 
 
 
 
 
○メディア対応 

ほか 

概算要求 

医療保険部会 
（協会財政問題を含む） 

関係団体への 
協力要請 支部別大会 

国会議員や関係方面などへの 
説明及び要請を実施 

国会議員や関係方面などへの 
説明及び要請を実施 

協会の財政基盤強化や制度改正の必要性などについて、メディアや広報媒体を活用して理解を求める 
（制度改正の議論や大会実施など、タイミングを踏まえた効果的な広報を実施） 

集計・分析 
（公表予定） 

被保険者アンケート 

大会決議 
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